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５月上旬から姿を見せるのは、日本最小のトンボ、ハッチョ
ウトンボ。飛び交う姿はとても愛らしく、見る人の心を和ませ
てくれます。６月からは、羽の表面全体が金属的な光沢をもっ
た鮮やかなミドリシジミを。７月頃には、緑色を帯びた青い輝
きを放つオオセイボウを観測することができます。そのほかに
も、絶滅が危惧されているナニワトンボ、フタスジサナエなど
も観ることができ、大人から子どもまで時間を忘れて楽しめる
場となっています。

ヒイゴ池湿地について多くの
人に知ってもらうと同時に、後
世に伝えたかった。このような
環境を維持するためには、今後
も人による管理が必要となる。
ヒイゴ池湿地の環境や生き物が
元気で長く続くことを祈ります

ヒイゴ池湿地自然環境調査団

榎本　敬 団長

ハッチョウトンボ ミドリシジミ

オオセイボウ サワギキョウ

サギソウトキソウ

暖かくなり始めた５月には、淡いピンク色の花を咲かせるト
キソウが湿地を彩り始めます。８月に入れば純白の花、サギソ
ウが。繊細ななかにも凛

りん

とした表情をもったきれいな花です。
時を同じくして咲き誇るのはサワギキョウ。紫色をした花はお
もわず見とれてしまう美しさです。そのほかにも季節ごとにカ
キラン・ノハナショウブ・ミミカキグサ・ムラサキミミカキグ
サ・ユウスゲ・キキョウ・リンドウなどいろいろな花が湿地を
彩り、訪れる者の目を楽しませてくれます。

５月ごろのヒイゴ池湿地。整備された歩道を歩きながら、さまざまな植物や昆虫の観測が楽しめる
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興味深そうにヒイゴ池湿地を観察する児童

３月５日に行われた引き継ぎ会
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